
 

 

 

 

 

 

「いのちの教育講演会」振り返りからみる、尾中生の成長① 

 第 110 号でもお伝えしました、10 月 16 日（木）に行われた「いのち

の教育」講演会の振り返りがまとまりました。読むと、助産師である後藤

敬子先生のお話を聞いて、尾中生がいかに多くの大切なことを学んだかが

分かります。次に紹介します。 
 

■保護者の方への感謝を踏まえた今後の生き方について 

 ・僕はいのちについて学び、親に感謝して生きていかなければならない、と思いました。こ

れから大人になっても、親を大事にしていきたいです。（２年男子） 

・ときどき、お母さんに注意されてイライラするけれど「心配してくれているからだ」と分

かったので、「お母さんに感謝してもっと大切にしよう」と思いました。（２年女子） 

 ・親に成績のことを言われるとイライラしますが、それも愛情で私のことを想って言ってく

れているので「感謝しなければいけない」と思いました。これからは、自分や周りの人た

ちの命を大切にして、自分の行動に責任をもって生活していきたいです。（３年女子） 

・私も成績について両親からいろいろと言われたとき、暴言を言ってしまったことがありま

す。「自分も頑張っているのに…」と思っていたけれど、今は「ひどいことを言ってしまっ

た…」と反省しました。また、友達や周りの人に恋人やパートナーができて羨ましいと思

ったり、ズルいと思ったりしたこともありました。でも、１人の女性と１人の男性が出会

い、奇跡の確率で人は出会いを経験していくことを知りました。これからはもっと相手の

「想い」に寄り添いたいと思います。（３年女子） 

 ・親が「幸せに生きてほしいから」という願いで自分を産んでくれたと、心から感じまし

た。これからも、親に感謝を示すために、自分にできることを考え、親が何もしなくてい

いような自立した生活を心がけていきたい。（３年男子） 

・お母さんとお父さんが出会って私が産まれたことは奇跡で、私の命を大切にしなければい

けないな、と思いました。そして、自暴自棄にならず出会った人とのつながりを守るため

にしっかり言葉で関わっていこうと思いました。（３年女子） 

・以前から「お父さん、お母さんが出会ったこと、そして自分が産まれてきたことは奇跡で

ある」ことに気付いていました。これからは、お父さん、お母さんをはじめとした身の回

りの人々にたくさん手を差し伸べていきたいです。そして、人に感謝でき、人から感謝さ

れる人間を目指していきたいです。（３年女子） 

 ・親にいつも助けられていると知りました。これからは、自分も親を助けたり支えたりして

いきたいです。また、感謝の気持ちを忘れず相手を思って生活していきたいです。そし

て、将来のために努力して幸せな人生を送ることができるようにしたいです。（３年男子） 
 

次号でも、尾中生の振り返りを紹介します。          【文責：校長 工藤雅史】 
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